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竜北西部小学校区ハザードマップの範囲
竜北東小学校区ハザードマップの範囲
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 八代生活環境事務組合

http://i.river.go.jp/（携帯電話）
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おとなの腰から胸までつかる程度
　　　　（床下浸水）

１階の軒下まで浸水する程度２階の軒下まで浸水する程度

おとなのひざの上までつかる程度
　　　　（床下浸水）

浸水深の目安
このハザードマップは、大雨で河川が氾濫した場合に浸水が想定される範囲と水深
を色別に表示しています。浸水深の目安はおよそ次のとおりです。

河川洪水ハザードマップについて

○河川洪水ハザードマップに表示されている内容○河川洪水ハザードマップに表示されている内容
　このハザードマップは熊本県知事が水防法（昭和２４年法律第１９３号）第１４条第

１項の規定により、平成１９年９月１９日付け熊本県告示第７９３号で指定した浸水想

定区域及び浸水した場合に想定される水深を示す図面（以下、「浸水想定区域図」とい

う。）を基に、氷川町が水防法第１５条第４項の規定により作成したものです。

　浸水想定区域は、洪水防御に関する計画の基本となる大雨が降り、氷川、八間川、大

鞘川、砂川が氾濫した場合に想定される浸水の状況を、熊本県がシミュレーションによ

り求めたものです。

　このハザードマップには、各河川が氾濫した場合の範囲とその水深を示し、避難場所

や避難の際の危険箇所などを表示しています。

○利用にあたって注意していただきたいこと○利用にあたって注意していただきたいこと
　浸水想定区域は、支派川の氾濫、想定を超える降雨、高潮や津波の発生などを考慮し

ていないため、浸水想定区域外への浸水や、実際の水深が想定される浸水深よりも深く

なる場合があります。

　実際の水害時には、状況に応じて避難勧告や避難指示が出されますが、危険を感じた

場合は細心の注意をはらい、早めに自主的な避難を開始してください。

話声が聞きづらく
なるような雨。

傘をさしていても
ぬれるほどの雨。

バケツをひっくり
返したような雨。
避難の準備開始を。

滝のような雨。
中小の河川は氾濫
の危険性あり。

滝のような雨。
大規模な災害発生
の危険性あり。

　　やや強い雨
（１時間に10～20mmの雨）

　　　強い雨
（１時間に20～30mmの雨）

　　激しい雨
（１時間に30～50mmの雨）

　非常に激しい雨
（１時間に50～80mmの雨）

　　猛烈な雨
（１時間に80mm以上の雨）

集中豪雨に注意しましょう
　集中豪雨は、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪雨のことで、河川の氾濫
や土砂崩れ、がけ崩れなどによる被害が予想されます。気象情報や雨の降りかたに
注意して、万全の対策をとるようにしましょう。

河川の水位に注意しましょう

避難の判断
　洪水の危険が迫ったときには、役場や消防署等から避難
の呼びかけがあります。
　行政からの避難の呼びかけは次のとおりですが、避難す
るタイミングをつかんで実際に行動するのはあくまでもあ
なた自身です。防災情報などを聞き逃さないように十分注
意しましょう。
（避難勧告等は人命の危険がある場合に発令されますが、実際に被害が発生
　しない場合もあります。ご理解とご協力をお願いします。）

行政からの避難の指示等（＊行政機関では、「避難命令」という用語は使用しません。）

情報の種類 　状　況（基準）

避難準備情報
(要援護者の避難)

避難勧告

避難指示

防災情報が収集できるホームページ防災情報が収集できるホームページ

氷川町公式
ホームページ

http://www.bousai.pref.kumamoto.jp/（パソコン）

国土交通省
「川の防災情報」

http://www.river.go.jp/（パソコン）

防災情報はこうしてキャッチ

＊テレビやインターネットは停電により使用できない場合があります。
＊ラジオや防災行政無線は予備電池の準備や点検を行いましょう。

　自然災害の発生そのものを防ぐことはできませんが、正確な防
災情報や気象情報を入手することで、災害の被害を軽減すること
ができます。
　防災情報や気象情報は、次のような色々な方法でキャッチする
ことができます。

もし、避難の指示があったら・・・

援助が必要な人がいる施設援助が必要な人がいる施設
このハザードマップには、お年寄りや
身体の不自由な人たち、乳幼児など、
災害時の要援護者が暮らしている施設
などを「要援護施設」として表示して
います。
要援護者の避難の際は、近隣の方や町
内会、自主防災組織などの皆さんのご
協力をお願いいたします。

速やかに避難しましょう速やかに避難しましょう
避難指示や勧告は、危険が迫ったときに出さ
れますので、速やかに避難しましょう。避難
の際には、町職員や消防団員などの指示に従
いましょう。

車での避難は控えましょう車での避難は控えましょう

車での避難は浸水により故障
し、緊急車両の通行の妨げに
なる場合があります。また、
避難場所には駐車場はありま
せん。車での避難は避け、徒
歩で避難しましょう。

避難するときは避難するときは

丈夫な靴をはき（サンダルや長靴は危険です）、
動きやすい服装で、非常持出袋を持って、安全
な経路を確認しながら徒歩で避難しましょう。

単独での行動は避けましょう単独での行動は避けましょう
家族や近所の人たちと一緒に行動しましょう。
また、近くのお年寄りや身体の弱い方なども一
緒に、みんなで協力しながら行動しましょう。

（避難勧告等は
人命の危険があ
る場合に発令さ
れますが、実際
に被害が発生し
ない場合もあり
ます。ご理解と
ご協力をお願い
します。）

浸水した道路
を通らなけれ
ばならない場
合は、杖など
で、水面下の
側溝や歩道の
段差などに注
意しながら進
みましょう。

避難する前に避難する前に
避難する前には、火
の元（コンロ、暖房
器具、タバコ、線香
等）と戸締りを確認
電気はブレーカーを
落として、親類や知
人などに避難するこ
とを連絡しておきま
しょう。

一緒に、

避難しま

しょう。

ここは
気をつ
けて。

家族の緊急連絡先（重要な親戚等）

名　前 生年月日 血液型
会社・学校などの
電話番号

携帯電話番号
メールアドレス

既往症と
特記事項

わが家の避難場所

家族の集合場所

避難時の緊急連絡先

非常持出品の置き場所

我が家の防災メモ

（緊急時には思うことがうまく言えません。必ず記入しておきましょう。）

緊急（消防１１９　警察１１０　海上保安庁(海の非常)１１８）の通報メモ

　世帯主氏名

（集合住宅の場合･建物名と部屋番号）

氷川町　　　　　　　　　　番地　　　　　　　　

　目標となる建物

非常時持出品に追加すべきもの
（傷病者、高齢者や乳幼児
　などの状況により追加）
　

　住　　　所

電話番号

氷川及び八間川は水位によって次のような基準があります。

①防災行政無線（同報系）･サイレン
②区や自主防災組織の情報伝達体制（回覧や電話）
③防災機関の広報車
　（暴風雨の最中や浸水地域では車両広報は行いません。）
④インターネット（下記参照）

河川名 観測局名 
水防団 

待機水位 

はん濫 

注意水位 

避  難 

判断水位 

はん濫 

危険水位 
管 理 者 

立 神 ２．３４ ３．２７ ３．７０ ４．１９ 県土木部河川課 
氷 川 

松本橋 １．４２ ２．７４ ４．２６ ５．１２ 県土木部河川課 

八間川 八間川 (２．０３) (２．１３) － ３．３４ 県土木部河川課 

 

区   分 サイレン信号 

第 
１ 
信 
号 

県知事が定めた警戒水位
に達したことを知らせる
もの 

 ５秒  １５秒    ５秒    １５秒    ５秒    １５秒 

 ○――休止――○――休止――○――休止 

第 
２ 
信 
号 

氷川町水防本部地域内の
消防機関に属する全員の
出動要請を知らせるもの 

 ５秒    ６秒    ５秒     ６秒    ５秒     ６秒 

 ○――休止――○――休止――○――休止 

第 
３ 
信 
号 

氷川町水防本部が予め定
めた区域内に居住するも
のの出動要請を知らせる
もの 

１０秒   ５秒    １０秒   ５秒    １０秒   ５秒 

 ○――休止――○――休止――○――休止 

第 
４ 
信 
号 

地区住民が避難すること
を知らせるもの 

 1 分   ５秒     １分    ５秒     １分    ５秒 

 ○――休止――○――休止――○――休止 

 

・人的被害の発生する可能性が高まった状態
＊特に避難行動に時間を要する者が避難行動
　を開始しなければならない段階。
　（要援護者の避難）

・要援護者等、避難に時間を要する人は、計画された避難場
　所への避難を開始（避難誘導員は誘導活動を実施）
・上記以外の人は、家族等との連絡、非常持出品の用意等、
　避難準備を開始

・人的被害の発生する可能性が明らかに高く
　なった状態
＊要援護者の避難確認を終え、通常の避難行
　動ができる人が避難行動を開始する段階。

・通常の避難行動ができる人は、計画された避難場所への行
　動を開始
　（避難誘導員は引続き誘導活動を実施）

・前兆現象の発生や、現在の切迫した状況
　から、人的被害の発生する危険性が非常
　に高いと判断された状態
・人的被害が発生した場合

・避難勧告等の発令後で避難中の住民の皆さんは、確実な避
　難行動を直ちに完了

住民の皆さんの行動

氷川町役場　　　　総務財政課　　ＴＥＬ　0965-52-7111
　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　0965-52-3939　　
氷川町宮原振興局　総務振興課　　ＴＥＬ　0965-62-2311
　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　0965-62-4116

http://www.hikawacyou.hinokuni-net.jp/（パソコン）

http://www.hikawacyou.hinokuni-net.jp/default_mbl.asp/（携帯電話）

熊本県統合型
防災情報システム

水防信号　　水防信号　　

氷川ダム放流サイレン　氷川ダム放流サイレン　

　熊本県が管理する氷川ダムでは、予備放流（大雨に備えて予め水位を下げるための放流）や洪水調整のた
めの放流の時には、次のような順序で警報が出されますので事故のないように十分注意してください。

　　スピーカーによる放送
　　　　　　　↓

　　警報車による放送
　　　　　　　↓

　　サイレンによる警報
　　　　１回目：予備放流の時は、ダム地点から５分ごとに順次鳴ります。
　　　　２回目：洪水調整に入ったときは、各警報局（放流サイレン）とも一斉に鳴ります。

　雨量や河川の水位の状況を判断して、防災行政無線により次のようなサイレン信号で情報
を通知します。

http://www.mobile.bousai.pref.kumamoto.jp/（携帯電話）

ライフライン（日常生活に不可欠な設備）の連絡先

電　気

電　話

上水道

九州電力（株）八代営業所 ＴＥＬ　0120-986-606

ＮＴＴ西日本
ＴＥＬ　  局番なしの１１３
携帯電話  0120-444-113

ＴＥＬ　0965-62-2049

0.5ｍ未満の区域

0.5ｍ～1.0ｍ未満の区域

1.0ｍ～2.0ｍ未満の区域

河川の氾濫で浸水した場合に
予想される水深

（洪水ハザードマップ）　　

氷川町洪水避難地図

（洪水ハザードマップ）　　

いつもはこのような風景も････

ひとたび大雨で洪水になれば････

氷　川　町

（平成19年７月６日大雨の時の国道３号氷川橋の状況）

氷川町洪水避難地図

平成20年４月作成

※避難場所については町が特に指定することがありますので、
　町からの情報には十分注意するようにしてください。

氷川町洪水避難地図 全体図

2

1

名　称 住　　所 電話番号

３

４

竜翔センター

文化センター

竜北中学校

農産加工研修センター

0965-52-5121

0965-52-5860

0965-52-0035

0965-52-1504

氷川町島地651番地

氷川町島地642番地

氷川町鹿島1624番地１

氷川町島地665番地

竜北東小学校 0965-62-3800氷川町野津2336番地

宮原体育館

宮原小学校

氷川中学校

0965-62-2147

0965-62-2525

氷川町公民館
0965-62-2516氷川町宮原690番地2

常葉保育所 0965-62-2232

宮原福祉センター 0965-62-3456氷川町宮原702番地5

氷川町宮原823番地

氷川町今39番地

氷川町今762番地

５

６

７

８

９

10

避難場所一覧避難場所一覧


